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課題に対する見通し

〇知識・経験：何を知ってい
るか
〇思考方法：どのように学ぶ
か・有効な思考方法
〇目的：何を学ぶか
〇振り返り：何を学んだか

どのように学ん
だことがよかっ
たか

課題解決

振り返り

〇言語活動・数学的活動
〇力の自覚と主体的な活用
〇協働的な学び
〇思考ツール
〇思考表現

★新たな知識・技能
★汎用的能力

〇他教科
〇他領域
〇日常生活

習得・活用

視点
２

視点
２

視点
３

単元構想 視点①

自分の考えをもち、他者の考え
や外部の情報と関わり、思考を働
かせて課題解決することで、自分
の学びとしての知識や技能を汎用
的な力として使えるようになる。
だから、自分で思考を選択し、協
働的に学ぶことが必要。



研究内容

（１）既得の知識や思考方法とのつながりを明らかにし、適切な活動を設定した単元構
想をすること
視点① 教科特有の「見方・考え方」を明らかにし、単元の学年のつなが

りを意識した言語活動・数学的な活動を位置付ける。
視点② 導入や振り返りにおいて、既得の知識や思考方法の活用を自覚し、見通し

と目的、思考方法の有用感をもつ場面を設ける。

単元構想イメージ

1次 ２次

習得見通す

適切な言語活動・数学的な活動 （視点①）

習熟・活用

つながりの意識化
自己の学び・目的

自己の力の自覚・目的意識（視点②）

知識や思考方法を意識しながらの学び 身に付けた力の振り返り
思考方法の有用感

次の単元・他領域・他教科への活用（視点②）

３次

単元



研究内容

単位時間構想イメージ

（２）単位時間において、思考を促し学びを深めるための手立てを検討すること
視点② 導入や振り返りにおいて、既得の知識や思考方法の活用を自覚し、見通し

と目的、思考方法の有用感をもつ場面を設ける。
視点③ 他と関わりながら協働的に思考する交流活動を設定する。（ア）

思考方法に合わせた思考ツールやICTの活用・思考表現等、手立てを工夫
する。（イ）

導入 展開 終末

・協働的に思考する交流活動の設定（視点③）
・ICTや思考ツールの活用、思考表現の工夫等の手立て（視点③）

つながりの意識化 主体的で対話的な深い学び
身に付けた力の振り返り
思考方法の有用感

自己の力の自覚・目的意識（視点②）
次時・他教科・日常への活用（視点②）

重点

単位時間



我々教職員も
協働的に学んでまいります！

和衷協同
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